
子育て応援フェスタ

市内の協働のまちづくり取組事例

まちのコミュニティハブ ツナグ

合同会社 コミニタス

子育て相談センター

→第３回「子育て応援フェスタ」の企画・

運営

コミュニティ事業団

まちづくり協働課

→協働団体と市との仲介役

協働主体・役割

事業概要

協働のきっかけ

取組内容と効果

今後の展望

市と民間が一体となり、こどもの育ちと子育て家庭を応援し、【日本一子育てしやすいまち】を目指して開催した。子育て親子の
交流や乳幼児から小学生までが楽しめるイベントなどを企画した。また、地域の子育てを応援したい市民活動団体・学生団体や地
域貢献を行う企業（事業者）などにも出展してもらうことで、子育て層と地域の事業所、相談機関とのこれまでにない新たな出会
い・つながりづくりをコーディネートし、多世代交流や共同事業創発のきっかけとする。

くさつラウンドテーブルをきっかけに始
まり、コミュニティ事業団の伴奏支援を経
て実施された。

令和５年度は、こどもまんなか助成金を活
用して事業を実施した。令和６年度、令和７
年度はまちづくり協働課の協働チャレンジ
事業で提案され、採択された。

キラリエ草津にて、令和５年度に初めて開催して以降３回目となり、さらにパワーアップして家族で楽しめるイベントや子育て中
の保護者の相談会を行った。官民協働に加え、立命館大学の団体、キラリエサポーターやワークショップを得意とする事業者など
に参画いただき、交流機能を高め新たなつながりづくりの場となった。

開催日時：令和8年２月２１日（土） 開催場所：キラリエ草津 出展数：35企画 来場者数：512人

内容：スタンプラリー、あい・ふらっとサロン、謎解きラリー ほか

地域の子育てを応援したい市民活動団体、学生団体、企業と参加者が楽しみながら様々な分野のイベントを通した顔の見える
関係づくりを継続し、相互に子育て家庭や地域課題を共有することで、課題解決に向けた効果が期待できる。
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協働チャレンジ事業

取組テーマ２ー②私発による協働
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ぷらっとほーむ おむすび （コミュニティくさつ2025年7月号より抜粋）

市内の協働のまちづくり取組事例

取組テーマ２ー③福祉×まちづくり





おいにしhotけん （公式HPより抜粋）

市内の協働のまちづくり取組事例

取組テーマ３ー①地域における活動の持続可能な運営

実績

令和７年度（初年度）

１７件実施（草ひき、家の掃除、服の修繕など）

その他、まちづくりセンターの日常清掃の受託

よろしく会員

…援助を求めている方が対象 11名

任せて会員

…援助できる方が対象 ２０名

賛助会員

…法人団体資金援助者、学区外に移住する会員

の家族等が対象 ２件

経過

これまで無償ボランティアで地域住民の困りご
とを支援してこられたが、無償であるが故の支援
の求めづらさを解消するために、有償ボランティ
アのシステムを取り入れ、令和７年度より「おいに
しhotけん」として運用されている。

会員制度

取組主体

老上西学区まちづくり協議会

学区社会福祉協議会

民生委員児童委員協議会

赤十字奉仕団など社会福祉団体

地域住民


